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つしま学び講座   ＊事前申込不要・無料 

「地名の由来」 

 日 時 ８月１０日（日） 

午後２時～（受付午後１時４５分より） 

 場 所 津島市立図書館 ２Ｆ大集会室 

 講 師 若山聡氏（愛西市観光協会） 

 

愛知・岐阜・三重・尾張・三河・美濃・伊

勢など、地名には様々な由来があるように、

私たちの住む町名にも各々の由来がありま

す。その歴史は深く、きっと意外な事実がた

くさん隠されているはずです。この身近な地

名の由来を、講師の若山氏と共に郷土の歴史

から紐解いて行きましょう。 

 

ウォーキングを楽しもう 
暑いからと言って家に閉じこもっていては体に決してよくないですよ

ね。何か運動をして気分転換を図りましょう。今回は一番身近で人気の

スポーツ“ウォーキング„ をテーマにした本を集めてみました。ポール

ウォーキングから、散歩感覚で楽しめる本まで目的別に紹介します。 

●『本好きのためのウォーキング入門』 

平凡社   ２９１.０タ 

文豪を訪ねて歴史に親しむウォーキング。 

●『八木式水中ウォーキング』 

土屋書店  ７８５.２ヤ 

●『尾張・三河歴史探訪ウォーキング』 

メイツ出版 ２９１.５マ 

企画展示 

郷土の力士展 

場 所 津島市立図書館 １F展示コーナー 

今も不動の人気である「相撲」。明治から

戦後は、地方巡業を津島や佐織の大旦那たち

（機屋など）が勧進して津島神社・池須・天

王川が会場となりました。江戸末～明治初期

に５代目三保ヶ関（津島市）、昭和に玉ツ島

（愛西市）など、郷土の力士が角界で活躍し

て津島・海部地域を大いに沸かせました。 

今回は玉ツ島義王（たまつしま よしおう）

氏から写真をお借りして、その躍進を追いな

がら大相撲の世界をのぞいて見ようと思い

ます。好角家の方必見です。 

 

●『街歩きポールウォーキング』 

主婦の友社  ４９８.３ア 

ポールを使った、近年注目の高い歩き方。 

●『間違いだらけのウォーキング』 

実業之日本社 ４９８.３キ 

●『金哲彦のウォーキング＆スローラン』 

高橋書店   ７８２キ 

大人のための映画会（事前申込不要・無料） 

上映作品 『蟹工船』（１０９分） 

日 時 ８月２４日（日）午後２時より ／ 場 所 津島市立図書館 ２Ｆ大集会室 



 
新 着 図 書 

『家康、真骨頂』  小林一哉／著 平凡社 289.1 コ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベストリーダー 
 先月の利用の多かった本をご紹介します 

 

図書館のホームページをご利用ください 

本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

検索メニューが豊富になり、より便利になりました！ キーワードは「津島市立図書館」。 

http://www.lib.tsushima.aichi.jp/toshokan/ 

 

休館日 

２６日（火）（毎月第４火曜日） 

津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

『日本の美術館ベスト２５０完全案内』 ← 日本各地に点在している美術館の中から 250 館を一挙紹介。 

『パブねこ』石井理恵子/文･トム宮川コールトン/撮影  ← イギリスのパブで見つけた看板猫との交流。 

『島の猫』岩合光昭/著･写真  ← 猫の写真で有名な岩合氏。島で暮らす猫たちを様々な視点から撮影。 

『博物館のファントム』伊与原新/著    ← 博物学者の箕作類と新人研究者の池之端環が難事件に挑む。 

『三谷幸喜のありふれた生活』１２ 三谷幸喜/著 ← 脚本家 三谷氏の日々の出来事を綴った第 12 弾。 

『失物屋マヨヒガ』黒史郎/著 ← 「マヨヒガ」と「マヨイガ」。2 つの言葉がキーワードの怪しい物語。 

『暗い越流』若竹七海/著 ← 日本推理作家協会賞の短編部門を受賞した本作に加え、4 つの作品を収録。 

『もっと知りたいミレー』安井裕雄/著 ← もっと知りたいシリーズから「落穂ひろい」のミレーを紹介。 

『いつもこどものかたわらに』細谷亮太/著  ← 小児科医の細谷氏が難病の子供と向き合ったエッセイ。 

『死ぬまでに絶対行きたい世界一周食の旅』西川治/文･写真     ← 「食」をテーマに世界をひと回り。 

 

 徳川家康の生涯は人質生活から始まり、家臣の裏切り、正室と長男

の喪失など数々の困難に遭遇した人物で、戦においても決して勝ち戦

ばかりではない、苦労人でした。しかし、関ヶ原の戦い前後、家康は

知略、策略を張り巡らせて征夷大将軍にまで上り詰め、臣下の立場が

逆転した豊臣家と執拗に争い、滅亡にまで追い込みます。世間では、

その時代の家康から「狸おやじ」という悪いイメージが定着したと考

えられています。この本は「暴君」、「腹黒」、「狡猾」、「強欲」、「頑固」

の５つ章から家康の実像を探り、その生き方を肯定的に考え、現代に

必要なリーダー像を説いた内容です。  

 


